
　新型コロナウイルスは収束せず、不安に包まれやすい状況が続いています。また、ロシ
アによるウクライナ侵攻のニュースも、私たちを悲しい気持ち、やるせない気持ちにさせ
ます。こんな時だからこそ、私たち一人ひとりの言葉や行動が差別や偏見につながってい
ないか、「誰か」のことではなく「自分のこと」として、改めて考えてみることが大切だ
と思います。コロナ禍によって閉ざされてしまった「人と人との関り・つながり」をどう
創り出していったら良いのか、メシェレの大きな課題だと思います。
　ここ２年のコロナ感染拡大を意識した生活で、命のあり方や健康に関して、人任せにせ
ず、自分で判断して、そして実践していくことが求められています。しかし、コロナ禍を

通じて適切な関係性を模索し続けた人々と、関係性そのものの変化に受動的であり続けた人々の間で「つながりの格差」が広
がっており、近年深刻化している孤立・孤独問題を加速させています。高齢であるほど、かつ、男性の方がその程度は大きいと
いうことが報告されています。コロナ禍の中で、「高齢者の人権」は喫緊の課題とも言えます。

高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり ～ウィズコロナ～高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり ～ウィズコロナ～
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人権を考え
る会です。
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メシェレの本年度のテーマは、「高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり～ウィズコロナ

～」です。厳しい状況ではありますが、私たち一人ひとりが人権感覚を磨き、メシェレの

願いである「共に生き合うまちづくり」を目ざし、高齢者を始め、誰もが安心して暮らせ

るように、本当のやさしさを発揮し、豊かな人間関係を築いていくことで、ウィズコロナ

を乗り越えていくことが出来るのではないでしょうか。

メシェレ映画館2022
帰ってきました！! 入場無料

整理券が必要です
配布窓口：人権福祉課開 場13：0 0 ～／上 映 14：0 0 ～

映画史に残る不朽の名作
ひまわり
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第１幕
村を救った少年の奇跡の実話
風をつかまえた少年第２幕

戦争で引き裂かれた
男と女の悲しい愛の
物語が、再びスク
リーンに！!

僕がどうやって風力発電で未来を手に入れたのか…!?７月30日（土）
大 安 公 民 館

８月20日（土）　北勢市民会館

泣きながら撮った1200日の記録
ぼけますから、よろしくお願いします第３幕

認知症の母と耳の遠い父と離れて暮らす私…。大反響の
ドキュメンタリー映画。

９月10日（土）　北勢市民会館

あなたがいてくれて、母さんは幸せだよ
梅切らぬバカ第４幕

梅の木に見守られ、母と息子は今日も生きる。ゆっくり
と、丁寧に…。

10月８日（土）　大安公民館



　私たち「メシェレいなべ」は、一人ひとりの人権が大切にされるまちづくりを目ざして、人と人との出会い・ふれあ
い・交流を大事にしています。地域の絆を深めるために各地域で地域交流活動を計画しています。ウィズコロナの中で、
感染防止対策を充分に取りながら、一歩前へ踏み出せる一年としたいです。

地 域 で の 心 の 絆 を地 域 で の 心 の 絆 を

（◎は役員、※は新委員）

藤原地区
北勢地区

員弁地区 大安地区

「育てよう思いやり　
咲かせよう優しさ」

「いのちの花いっぱいまちづくり」

神谷　恭子
小寺　安子
三羽　守夫
長野　宏子
西塚　邦康

松宮さとりさん　渡辺秀臣さん　渡辺秀次さん　日下部正さん　小林明子さん　服部隆良さん
６人の方が、退任されました。

　林　　博子
◎藤井　浩二
◎藤田奈津子
　渡辺　　隆

藤原地区メンバー

ありがとうございました！

「結のまちづくり」
ゆい

※伊藤　孝子
※伊藤　幹雄
　伊藤　喜夫
　岡本　和美
◎河瀬　照代

　後藤　　勲
　谷田　雄彦
　出口　秀興
　松葉まち子
◎山本　安則

北勢地区メンバー

メリーゴーランド増田喜昭さんの
ブックトーク
（高学年対象）

☆メシェレいなべ　子ども交流会

　安藤　哲夫
◎安藤由紀子
　位田まさ子
※太田　俊隆
◎尾畑　潤子

　小林　善道
◎水貝　和代
※橋本　幸代
　日紫喜きく代

員弁地区メンバー
◎伊藤　久隆
　神谷　　篤
　川本香代子
※杉浦　譲二
◎杉本　弘子
　瀬古　峰子

　寺坂　定泰
　牧　　月美
※松宮　　卓
　森　　庸子
　吉村　秀行
　渡部　　希

大安地区メンバー

「ふれあいのまちづくり」
～安心して子どもが育つまちに～

育てよう…思いやり
咲かせよう…やさしさ

親と子、子どもたち、地域の人たちとの交流の場を
広げて絆を深め、安心な地域を築きます

日時　10月27日（木）
場所　東小学校

水貝会長と本年度の役員の皆さん

メシェレいなべ事務局：いなべ市員弁庁舎内　TEL49-5307　FAX49-5308　E-mail：meschre04@image.ocn.ne.jp

☆一人ひとりの人権が尊ばれ、思いやりと優しさのあ
るまちづくりを目ざし、人権の花を植えます。

☆地域の学校との交流を目的に、夢多い子どもたちと
ともに、人権の花を咲かせ
ます。

☆福祉施設訪問交流等、研修
をとおして、自身の資質向
上を目指します。

人と人とのつながりを深め、安心して子育てができる
ような　まちづくりをと、毎年「親子ふれあい広場」
を開催していましたが、コロナの為、２年間開催出来
ず、親さんに応援メッセージとお子さんにミニプレザ
ントを配る活動を行いました。
☆今年度は「親子ふれあい広場」を、感染対策をほど
こしつつ再開しようと企画中です。10月～11月頃
北勢市民会館にて絵本の読み聞
かせの活動をしておられる松岡
由香（ゆうゆ）さんに来て頂き、
楽しい親子の時間をつくる予定
です。

花を植え、育てる事で、命の大切
さに気づき、みんなの心が豊かになり、「思いやりとや
さしさいっぱいのすてきな大安町になりますように。」
と願って、子どもたちと一緒に花を育てます。
内容　プランターに花苗を児童と植え、学校や通学班の
　　　集合場所に設置します。　
日時　７月【夏の花】　11月【春の花】
場所　大安町内の4小学校


